
 

 

 

 

 

 若槻地区を取り巻く交通網が数年後には劇的に変わってくることが解ってきました。去

る８月２７日地区内の正副区長を対象に道路関連工事の進捗状況や関係施設等の視察を行

いました。県道、市道関連それぞれ主管が異なる７施設でありましたが、地元の鈴木県議

のお力もありスムースな見学ができました。 

 

 

 ①広域農道「豊野幹線」の宇佐美沢付近で行われている

橋梁工事。中野インターから十数分で吉の荒瀬原線につな

がり、北からの長野市街地へのアクセス道路になりそうで

す。２８年度末には開通予定です。 

 

 

 ②都市計画道路「高田若槻線」の長野電鉄桐原、

信濃吉田間の鉄道をくぐる四車線道路工事。これも

２８年度末完成を目指したもので、北長野通りと

SBC 通り８７２ｍが開通すると若槻大通りが高田ま

で直線でつながり、若槻大通りの交通量は激増する

ことが予想されます。期待と不安が混じる大動脈で

す。 

 

 

 

 ③県道「長野豊野線」の視察は皐月保育園南の駒沢川

を越えて東豊線とつながる箇所から三才駅西側の現ロー

ソンのある西三才交差点までの道路拡幅工事です。三才

駅から市立長野高校まで３．５ｍの歩道を整備とのこと。

高専前の危険個所も解消されます。 

 

橋梁工事箇所 

長野電鉄アンダー工事箇所 

「長野豊野線」市立高校前 


